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 連合総研では、2008 年度から 2 年間にわたり研究委員会を設置し、非正規労働者につい

て、その労働の質、賃金等の処遇の実態を踏まえつつ、現場における「声」（発言）がどの

ように対処されているかなど苦情処理の現状と問題点を把握しながら、仕事のあり方（役

割と連携）、その処遇と雇用保障の問題について調べることにより、非正規労働者の雇用改

善の課題について検討を行った。 

 本調査研究の特徴は、これまであまり実態が把握されなかった非正規労働者個人や労働

組合等の対応について、アンケート調査とヒアリングによって実態の把握を行ったところ

にある。そして、非正規労働者の労働環境の改善のためには、非正規労働者の発言機能の

改善のチャンネル、非正規労働者のプロモーション機能の改善のチャンネル、必要な法的

規制によるチャンネルのそれぞれが重層的に効果を発揮することが必要であることなどを

提言している。 
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